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3豊田市自転車活用推進計画の概要１

■これまでの経緯

豊田市自転車利用環境整備計画の推進（H27～H29）

計画期間:平成27年度～平成29年度までの３か年
①空間づくり- 自転車通行空間の整備（整備計画延⾧30.2㎞）
②意識づくり- ルールの周知・マナーの向上
③仕組みづくり-自動車から自転車への転換

計画期間:令和２年度～令和６年度までの5か年
①空間づくり- 自転車ネットワーク路線の質の向上
②意識づくり- 子どもから大人まで通行ルールの共通認識が

持てる啓発・教育の充実
③仕組みづくり-自動車から自転車への転換を促し、

楽しく自転車を利用できる取組の推進

豊田市自転車活用推進計画の策定（R2.12）

自転車活用推進法(第11条)に基づき、前計画の改定について検討
・前計画を踏襲しつつ、新たな施策の拡充を検討
・自転車活用推進計画（国・県）を踏まえ素案作成

豊田市自転車利用環境整備推進会議（H31.3 ・ R1.10 ・ R2.1）

平成28年12月9日
○自転車活用推進法の成立

平成30年６月８日
○自転車活用推進計画の閣議決定

（国・県の動き）

令和2年2月18日
○(愛知県)自転車活用推進計画の策定

平成29年5月1日
○自転車活用推進法の施行
⇒[第11条]市町村自転車活用推進計画策定

に努めなければならない

令和3年5月28日
○第２次自転車活用推進計画の閣議決定

令和5年3月
○(愛知県)自転車活用推進計画の改訂



■目指す姿

目標 取り組むべき施策

Ⅰ．空間づくり
～自転車ネットワーク路線の質の向上～

(1)自転車ネットワーク路線の安全性・快適性の向上

(2)自転車通行空間の改善

Ⅱ．意識づくり
～子どもから大人まで通行ルールの

共通認識が持てる啓発・教育の充実～

(1)自転車の交通ルール（自転車安全利用五則等）の普及啓発の強化

(2)子どもから大人まで段階的かつ体系的な安全教育の充実

(3)自転車利用者の安全・安心に向けた取組の促進

Ⅲ．仕組みづくり
～自動車から自転車への転換を促し、

楽しく自転車を利用できる取組の推進～

(1)クルマと自転車のかしこい使い分けによる自転車利用促進

(2)サイクルツーリズムの推進による自転車に乗りたくなる取組の充実

(3)良好な駐輪環境の確保

『だれもが安全で快適に楽しく自転車でつながるまち 豊田』
～「自転車交通事故の更なる削減」と「クルマと自転車のかしこい使い分けが可能な交通社会」を目指して～

4豊田市自転車活用推進計画の概要１

※出典:とよた快適自転車プラン ～豊田市自転車利用環境整備計画～＜本編＞



5豊田市自転車活用推進計画の概要１

■計画期間
令和２年度から令和６年度末までの５年間

■目標指標

■計画の評価・取組体制

※出典:とよた快適自転車プラン
～豊田市自転車利用環境整備計画～

＜概要版＞

目標指標名 現状値(R2) 目標値(R6)

➀自転車の交通事故死傷者数 281人
（平成28～30年平均）

約２割削減
（220人）

②外出する際、自転車を利用できる市民の割合 30.4％
（平成30年）

現状維持

③市民意識調査による「歩行者や自転車利用者にとって安全で
快適な道路が整っているまち」として満足する市民の割合

23.8％
（平成28年）

約3％上昇
（27％）

④自転車損害賠償保険加入率 68.4％
（令和2年） 向上

⑤放置自転車の撤去台数 1,896台
（平成28～30年平均）

約2割削減
（1,600台）
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7改訂の背景２

■安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインの改定

〇自転車活用の社会的需要の更なる高まり等を踏まえ、「安全で快適な自転車利用
環境創出ガイドライン」を令和6年6月改定。

※出典:国土交通省 報道発表資料 令和6年6月25日

経緯
平成24年11月 安全で快適な自転車利用環境

創出ガイドラインを策定
平成28年 7 月 同 ガイドライン改訂
平成29年 5 月 自転車活用推進法施行
平成30年 6 月 自転車活用推進計画を閣議決

定
令和 3 年 5 月 第２次自転車活用推進計画を

閣議決定
（同ガイドラインを改定することについて記載）

ガイドラインの主な改定内容
➀自転車活用推進法及び自転車活用推進計画

の反映
②質の高い自転車通行空間の整備 促進
③自転車専用通行帯における路上駐停車対策

の強化
④利用ルールの徹底
⑤新技術やデータの活用の促進
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■計画の改訂について
○計画期間:令和２年度～令和６年度 →令和９年度
○「国:安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」令和６年６月改定。

→現計画を一部改訂予定。
○現行の自転車活用推進計画は国が令和７年度、愛知県が令和８年度までの計画

期間となっている。次期計画を策定する場合、国と県の改訂内容を踏まえる必
要があるため、現計画を延⾧する。

〇利用率向上のため、引続き連携して施策を進める。
【現計画の記載内容】

※出典:第二次自転車活用推進計画

３年延⾧し、令和９年度末

改訂の背景２

【自転車活用推進計画(国)】 【愛知県自転車活用推進計画】

令和8年度末まで

令和7年度末まで

※出典:愛知県自転車活用推進計画
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10改訂の方向性３

現計画の内容を踏襲することを基本とし、計画期間での進捗状況や今後3年間で
新たに取り組む予定の施策などを踏まえて、計画を改訂する。

第１章 はじめに

1-1 計画策定の背景と目的
1-2 計画区域
1-3 計画期間
1-4 本計画の位置づけ

第２章 自転車を取り巻く動向

2-1 全国における自転車に関する動き
2-2 自転車の安全で適正な利用の促進に関する

条例について
2-3 豊田市における自転車の利用状況
2-4 豊田市における自転車の交通事故状況
2-5 豊田市における自転車に関する取組と評価
2-6 当初計画の評価のまとめ

第３章 基本方針

3-1 目指す姿と目標
3-2 目標の実現に向けた施策

【現計画の構成】 【改訂の方向性】

1-1 改訂に至った背景や目的を記載
1-2 現計画を踏襲
1-3 計画期間を3年間延⾧する旨を記載
1-4 現計画を踏襲

2-1 最新の動向を記載
（R5.4 道路交通法の一部改正 等）

2-2 現計画を踏襲
2-3 現計画を踏襲
2-4 現計画を踏襲
2-5 現計画を踏襲
2-6 現計画を踏襲

3-1 現計画を踏襲
3-2 現計画を踏襲

⇒本資料4-1

⇒本資料別紙



11改訂の方向性３

第４章 実施計画

4-1 具体的な措置
4-2 空間づくり

～自転車ネットワーク路線の質の向上～
4-3 意識づくり

～子どもから大人まで通行ルールの共通認識が
持てる啓発・教育の充実～

4-4 仕組みづくり
～自動車から自転車への転換を促し、

楽しく自転車を利用できる取組の推進～
4-5 取組体制について

第５章 計画推進に向けた体制及びフォローアップ

5-1 計画の推進体制
5-2 計画のフォローアップ
5-3 目標指標の設定

4-1 ～ 4-4
今後3年間で新たに実施予定の
施策等を追加

4-5 現計画を踏襲

5-1 現計画を踏襲
5-2 現計画を踏襲
5-3 現計画の進捗状況を踏まえて

目標値（R9年度末）を更新

【現計画の構成】 【改訂の方向性】

現計画の内容を踏襲することを基本とし、計画期間での進捗状況や今後3年間で
新たに取り組む予定の施策などを踏まえて、計画を改訂する。

⇒本資料4-2

⇒本資料4-3
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年次 法制度等の変化及び主な内容 

平成 28 年度 
・平成 28 年 7 月、国土交通省・警察庁は、自転車の安全で快適な利用環境を創出する取組

をさらに推進するため、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」を一部改定。 

平成 29 年度 ・自転車活用推進法の施行（自転車活用推進本部発足）。 

平成 30 年度 ・自転車活用推進計画の閣議決定 

令和元年度 

・平成 31 年 4 月、道路構造令が一部改正 
（「自転車通行帯」に関する規定を道路構造令上に新たに規定）。 

・令和２年２月、愛知県自転車活用推進計画策定 

令和 3 年度  

・令和 3 年 5 月、第２次自転車活用推進計画が閣議決定。 

・令和 3 年 10 月、「豊田市自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」施行。 

自転車損害賠償保険等の加入が義務化。 

令和 4 年度 ・令和 5 年 3 月、「愛知県自転車活用推進計画」改定。 

令和 5 年度 

・令和 5 年 4 月、道路交通法改正。自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化。 

・令和 5 年 7 月、道路交通法改正。 

特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）の交通ルールが定められた。 

令和 6 年度 

・令和 6 年 5 月、道路交通法の改正案が公布。自転車による交通違反に対して、青切符を
導入。 

・令和 6 年 6 月、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」が改訂され、限られた
道路空間の中での自転車道や自転車専用通行帯の整備検討手法等について記載された。 

13改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■全国における自転車に関する動き
令和２年度以降の、全国における自転車に関する動きを追記する。

年次 法制度等の変化及び主な内容 
昭和 35 年
度 

・自転車は軽車両として、「車道左側を走行」が原則となる。 

昭和 45 年
度 

・交通事故死傷者数の過去最多を背景とし、自転車の歩道通行を可能
とする交通規制を導入。それ以降、自転車歩行者道の整備等によっ
て自転車と自動車の分離を推進。 

 
・自転車は車両という意識の希薄化によって、歩道上等で危険な自転

車利用が急増し、自転車対歩行者の事故への対応が課題となる。 

平成 19 年
度 

・国土交通省と警察庁は、自転車道や自転車専用通行帯の整備を進め
るため、全国 98 か所を「自転車通行環境整備モデル地区」として
指定。 

平成 20 年
度 

・道路交通法が一部改正され、歩道通行可能要件が明確化される。 

平成 23 年
度 

・平成 23 年 10 月、警察庁は、自転車は「車両」であることの徹底
を基本的な考え方とし、自転車と歩行者の安全確保を目的とした総
合的な対策を通達。 

平成 24 年
度 

・平成 24 年 11 月、国土交通省・警察庁は、自転車走行空間のネッ
トワーク化や通行ルールの徹底等を進めるための「安全で快適な自
転車利用環境創出ガイドライン」を発出。 

平成 25 年
度 

・道路交通法が一部改正 
（路側帯の左側通行規定、警察官によるブレーキ検査等が規定）。 

平成 27 年
度 

・平成 27 年 6 月より、自転車運転時に対象違反を 3 年以内に繰り返
すと、「自転車運転者講習制度」の受講対象となる。 

・平成 28 年 3 月、『｢自転車ネットワーク計画策定の早期進展｣と｢安
全な自転車通行空間の早期確保｣に向けた提言』が、安全で快適な
自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会から発表。 

・令和2年4月「豊田市自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」施行
・令和2年10月自転車損害賠償保険等の加入が義務化。

・令和3年5月、第2次自転車活用推進計画が閣議決定

令和2年度

令和3年度



14改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■第２次自転車活用推進計画（令和3年5月 閣議決定）

出典:国土交通省「第２次自転車活用推進計画」

（1）コロナ禍における通勤・配達目的での自転車利用ニーズの高まりや、（2）情報通信技術の飛躍的発展、
（3）高齢化社会の進展等の昨今の社会情勢の変化等を踏まえ、第1次計画から取組を更に強化

追加



15改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■愛知県自転車活用推進計画（令和5年3月 改定）

出典:愛知県「自転車活用推進計画改定のポイント」

赤字の施策を追加



16改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■豊田市自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例（令和2年4月 施行）

出典:豊田市「豊田市自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」

自転車損害賠償保険の
加入が義務化

令和2年10月



17改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■道路交通法（令和5年4月 改正）

出典:警察庁「１ 自転車を利用する方～ヘルメットの着用～」 出典:警察庁「自転車用ヘルメットの着用」



18改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■道路交通法（令和5年7月 改正）

出典:警察庁「特定小型原動機付自転車に関する交通ルール等について」



19改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■道路交通法（令和6年5月 成立）

出典:警察庁「自転車の交通違反に対する交通反則通告制度の適用」



20改訂の具体案４

4-1. 自転車を取り巻く動向

■安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（令和6年6月 改訂）

出典:国土交通省「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラインについて」



21改訂の具体案４

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
Ⅰ．空間づくり
計画の改訂方針

【推進計画P43】
■計画策定後に認可された
都市計画道路の追加



22改訂の具体案４

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
Ⅰ．空間づくり
計画の改訂方針

【推進計画P45】
■整備形態の選定・フロー見直し



23改訂の具体案４

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
Ⅰ．空間づくり
計画の改訂方針

【推進計画P48.P53】
■整備手法の例示



24改訂の具体案４

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
Ⅰ．空間づくり
計画の改訂方針

【推進計画・新規】
■停車帯の設計方法例



25改訂の具体案４

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
Ⅰ．空間づくり
計画の改訂方針

〇安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン令和6年6月の
改訂に伴い、既存の計画からガイドライン改定を考慮した計
画とする。

※出典:安全で快適な自転車利用環境創出
ガイドライン令和6年6月 PⅡ49

既存の計画から

ガイドライン改定を
考慮した計画とする。

※停車帯設置箇所は矢
羽根を密に配置し、
停車車両が自転車通
行空間へはみ出ない
ように注意喚起。

交差点部と同等の間隔



26改訂の具体案４

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
Ⅱ．意識づくり
現計画における取り組むべき施策と具体的な措置



27改訂の具体案４

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
Ⅱ．意識づくり
計画の改訂方針

内容の充実

■自転車保険加入・
ヘルメット着用促進

■特に高校生に対するヘル
メット着用・自転車安全
利用啓発を強化

■自転車安全利用講習の
実施

【推進計画P61】
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Ⅲ ．仕組みづくり

４ 改訂の具体案

２） （仮）自転車を活用した健康づくりの促進 【新】

■第2次自転車活用推進計画

4-2 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容

計画の改訂方針
【推進計画・新規】
■健康づくり



Ⅲ．仕組みづくり （３）計画の改訂方針４

１） クルマと自転車のかしこい使い分けによる自転車利用促進

２） サイクルツーリズムの推進による自転車に乗りたくなる取組の充実

⇒ ２つを『１）自転車に乗りたくなる取組の充実』として統合し、
継続して取り組みます

２） （仮）自転車を活用した健康づくりの促進 【新】

⇒ 健康増進に関係する部署と連携し新たな施策を立案します

１）

29



２） （仮）自転車を活用した健康づくりの促進 【新】

①自転車利用の健康への効果を周知
学校、地域、企業等との連携による啓発活動の実施

Ⅲ．仕組みづくり （３）計画の改訂方針４

○国及び愛知県の計画における『自転車利用による健康づくり』
国:サイクルスポーツの振興等による活力ある健康⾧寿社会の実現
県:自転車を利用した健康づくりによる「健康⾧寿あいち」の実現

○市の計画における『自転車利用による健康づくり』
自転車利用による健康へのメリットが記載されているが、
健康づくりの観点での施策は行っていない

30



31改訂の具体案４

4-3 目標値の設定

情報収集予定

■目標指標

目標指標名 現状値(R2) 現況値（R5） 目標（R6） 目標値（R9）

➀自転車の交通事故死傷者数 281人
（平成28～30年平均）

178人
（令和5年）

約2割削減
（220人）

約4割削減
（170人）

②外出する際、自転車を利用でき
る市民の割合

30.4％
（平成30年交通まちづく
り行動計画中間評価）

31.1％
（令和5年市民意識調査）

現状維持 現状維持
※R6の目標値を継続

③市民意識調査による「歩行者や
自転車利用者にとって安全で快
適な道路が整っているまち」と
して満足する市民の割合

23.8％
（平成28年市民意識調査）

25.3％
（令和5年市民意識調査）

約3％上昇
（27％）

約3％上昇
（27％）

※R6の目標値を継続

④自転車損害賠償保険加入率 68.4％
（令和2年Eﾓﾆﾀｰ）

75.2％
（令和5年市民意識調査）

向上 向上
※R6の目標値を継続

⑤放置自転車の撤去台数 1,896台
（平成28～30年平均）

1106台
（令和5年度）

約2割削減
（1,600台）

約6割削減
（850台）

約4割削減

1.5%増

6.8％増

約4割削減

0.7％増

※割合は
現状値(R2)に対し



32改訂の具体案４

4-3 目標値の設定
■目標指標

全
事
故
死
傷
者
数
に
占
め
る

自
転
車
の
交
通
事
故
死
傷
者
数
の
割
合

出典:愛知県警から提供された事故データを基に豊田市が作成（H10-R5）

2,585 

2,873 

3,084 
3,226 

3,010 
3,019 

3,527 
3,645 

3,590 
3,350 

3,091 
2,829 

2,638 2,551 

2,779 
2,659 

2,275 
2,392 2,420 

2,219 

1,794 
1,637 

1,266 1,167 1,159 1,108 

283 307 360 371 331 322
473 445 457 490 440 406 343 324 321 316 268 277 305 305 234 248 188 184 174 178

11% 11% 12% 12% 11% 11%
13%

12% 13%
15% 14% 14%

13% 13%
12% 12% 12% 12% 13%

14% 13%
15% 15% 16% 15% 16%
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15%

20%
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35%

40%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5

交通事故死傷者数 自転車の交通事故死傷者数 全事故死傷者数に占める自転車の交通事故死傷者数の割合

⑤放置自転車の撤去台数

R2.1コロナ

➀自転車の交通事故死傷者数
R1 R2 R3 R4 R5

248 188 184 174 178

1,980 1,862 1,896 
1,698 

1,392 
1,119 

962 
1,106 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

放置自転車撤去台数

出典:豊田市調べ

約５％減

約2割減



１．豊田市自転車活用推進計画の概要
２．改訂の背景
３．改訂の方向性
４．改訂の具体案

４－１ 自転車を取り巻く動向
４－２ 空間づくり・意識づくり・仕組みづくりの追加内容
４－３ 目標値更新・追加

５．今後のスケジュール
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令和6年度
令和7
年度

令和8
年度

令和9
年度

令和10
年度

現計画

次期計画

国県計画

34

延⾧

検討

3
月
頃

計
画
の
改
訂

今後のスケジュール５

第二次自転車活用推進計画（国）

愛知県自転車活用推進計画

推
進
会
議

※

改
訂
の
概
要

引続き現計画の評価・分析
（適宜 会議を開催）

（適宜 会議を開催）

R6.8.21
第1回会議

R7.2月頃
第2回会議

6月ガイド
ライン改訂

安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
訂

推
進
会
議

※

改
訂
内
容
の
決
定

自
転
車
活
用
推
進
計
画改

訂
作
業



５．報告事項

（1）（都）小坂若林線の整備状況
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36報告事項

（1）（都）小坂若林線の整備内容

５

歩道

3.50 1.00

植樹帯

4.50

歩道部 車道部 歩道部

道路幅員

0.75

路肩

歩道車道 車道

4.25 3.25
0.75

路肩

9.00

19.00

植樹帯

1.00

5.50

4.50

歩道

2.75

2.75

歩道部 車道部 歩道部

道路幅員

1.50

路肩 歩道左折車線 車道

2.75 3.00 1.50

路肩

11.75

19.00

4.50

4.503.00

右折車線

自転車専用
通行帯

自転車専用
通行帯

○内容は、路肩幅員1.5ｍ確保のために植栽帯を撤去、歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸの移設等
○自転車専用通行帯の路面表示は、令和６年度に実施中

整
備
前

整
備
後

〇路肩の幅員（1.5ｍ）及び
右折レーンの確保

○植栽帯の一部撤去
○歩車道境界ブロックの移設
〇信号機の移設

【小坂町12丁目交差点 改良後】
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(1)（都）小坂若林線の整備内容
○令和6年度は令和５年度に引き続き 「（都）小坂若林線」で整備工事を実施

【令和６年度の施策実施路線・施策内容】

報告事項５

童子山小学校

童子山こども園

朝日ヶ丘交流館

市民文化会館

小坂町16丁目
交差点

豊田市美術館
駐車場

御幸町４丁目
交差点

小坂町12丁目
交差点

国
道
4
1
9
号

令和６年度施工 L=1.25ｋｍ

②（都）小坂若林線の諸元
・道路規格:第４種第２級
・道路幅員:16.0m(単路部）
・交通量:9,501台/日（H27ｾﾝｻｽ）
・規制速度:40km/h
・整備延⾧:L=1.25km

①

【現況写真】

①：対策前 ：対策前 ③：対策前 ④：対策前
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(1)（都）小坂若林線の整備内容
○令和6年度は令和５年度に引き続き 「（都）小坂若林線」で整備工事を実施

【令和６年度の施策実施路線・施策内容】

報告事項５

童子山小学校

童子山こども園

朝日ヶ丘交流館

市民文化会館

小坂町16丁目
交差点

豊田市美術館
駐車場

御幸町４丁目
交差点

小坂町12丁目
交差点

国
道
4
1
9
号

令和６年度施工 L=1.25ｋｍ

②（都）小坂若林線の諸元
・道路規格:第４種第２級
・道路幅員:16.0m(単路部）
・交通量:9,501台/日（H27ｾﾝｻｽ）
・規制速度:40km/h
・整備延⾧:L=1.25km

①

【現況写真（R6.8.13現在）】

①：対策後（ピクト未実施） ②：対策後（ピクト未実施） ③：対策後（ピクト未実施） ④：対策後（ピクト実施）


